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研究成果の概要 

本研究では、自然知能研究としての言語の認知・脳科学と人工知能研究としての自然言語処理

を融合することで、認知・脳情報処理に学んだ、人間らしい言語処理モデルを開発することを目的

とします。具体的には、①認知処理ベンチマークの構築、②脳情報処理ベンチマークの構築、③

人間らしい言語処理モデルの開発、④人間らしい言語処理モデルの評価という 4つの研究項目を

設定しています。 

まず、認知処理ベンチマークの構築について、理論言語学のジャーナルから抽出した人間の容

認性判断に関する認知処理ベンチマークである JCoLA を構築し、自然言語処理のトップカンファ

レンスである LREC-COLINGで発表・出版しました［論文 1］。また、これまで構築した JBLiMPおよ

び JCoLA を抽象化することで、形式言語に関する脳情報処理ベンチマークを構築し、LREC-

COLINGで Best Paper Awardを受賞しました［論文 2］。 

次に、人間らしい言語処理モデルの開発・評価について、人間の認知・脳情報処理データを必

要十分に圧縮した上で言語モデルを学習する手法である認知情報ボトルネックを開発・評価し、

LREC-COLING で発表・出版しました［論文 3］。加えて、人間の言語獲得から着想を得た効率的

な言語モデルである小規模言語モデルを開発・評価し、LREC-COLING および CoNLLの評価型

ワークショップである BabyLMで発表・出版しました［論文 4, 5］。 
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